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食器 洗浄 及 び清 掃 作 業

部外 委託

1 総則

1.1 適用範囲
この仕様書は、航空 自衛隊岐阜基地 (以 下 「官側」 とい う。)南地区及び

北地区食堂 (以 下 「食堂」 とい う。)に おいて実施する食器洗浄作業、食堂

清掃作業等の委託 について適用する。
1.2 用語の定義

この仕様書で使用する用語の定義は、次に定めるところによる。

a)契約担当官
食器洗浄及び清掃作業の部外委託に関わる契約を締結する者

b)検 査官
契約担当官の任命を受けて、契約担当官補助者 として食器洗浄及び清掃

作業の部外委託に関わる契約履行の適否の検査を行 う者

c)契 約相手方
食器洗浄及び清掃作業の部外委託契約を請け負 う者

d)現場責任者
作業現場における一切の責任を有 し、作業従事者等の管理、技術指導、

官側 との交渉等に従事す る者
e)作業従事者

この役務に直接従事す る者
なお、現場責任者が作業従事者を兼ねることは可能

1.3 休 日又は平 日の定義
a)休 日

土曜 日、 日曜 日、祝 日法による休 日及び官側の都合により、休 日等に振

り替 えられた平 日のことをい う。
b)平 日

前号に該当す る日以外をい う。平 日の うち喫食人員が少ない と見込まれ

る日を特定 日と称する。
の概要
材 を使用 して、食器・配食缶類の洗浄、食堂 (事務室、厨

除 く。)の清掃及びこれ らに付随する作業を行 うものであ

、洗浄する食器・配食缶類の標準的な種類及び数量は表 1

、災害等の不測事態、訓練等により食数の増減、喫食時間

があり、契約相手方は官側 との調整により柔軟に対応する

画で入校や訓練等、大幅な喫食人数の変動があることが予

は、必要な作業従事者数 (基準)を官側が示すので、官側

業従事者 を配置す るものとする。
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2.1 1 契約相手方の作業条件

契約相手方の作業条件は、次による。

日々の作業において、現場責任者を 1名 配置するものとし、官側が示す

予定喫食者数等に応 じ、別紙第 1「 岐阜基地における食数予定及び作業

に必要な従事者数 (基準)」 に基づき、作業従事者等を適切に配置する

ものとする。また、付随す る作業で、毎 日は実施 しないが定期的 (週 1

回)実施する作業については、別紙第 2「岐阜基地における定期的に実

施する作業に必要な従事者数 (基準)」 に基づき、作業従事者を適切に

配置するものとする。ただし、契約相手方の改善提案等により、別紙第

1及び別紙第 2に示す必要な従事者数以下の人数で作業を実施す る場合

については、作業従事者の配置 と作業計画について官側に提示 し、官側

の事前の了承を得てか ら作業員を削減す るものとする。

作業従事者等については、身元保証が確実なことを確認 した上で配置 し、

事故防止、秘密保全その他関係法令等を厳守す るものとす る。

契約相手方の経費負担は、次のとお りとし、作業に必要な消耗品等は業

務の契約期間中不足がないよう準備するものとする。

作業用被服類、食器洗浄及び食堂清掃等の作業に必要な消耗品

保健衛生用消耗品
その他、官側が準備す るもの以外全ての消耗品等

別紙第 3「年間を通 じて食器洗浄作業及び清掃作業において必要 とな

る消耗品のリス ト (基準)」 によるもののほか、契約相手方は、業務

に必要 と認 める消耗品等を準備する。

器材等の使用に当たっては、次の事項を遵守するものとする。

安全に万全を期す。

作業従事者等 自らが器材等を使用 して負傷 した場合は契約相手方の責

任 と費用負担において処置をするものとする。

使用前の安全点検、使用後の点検・手入れによって、器材の故障を未

然に防止する。
なお、施設及び器材等の維持、修理は原則 として官側の負担 とする。

本役務の実施に伴い、故意又は過失によつて施設又は器材等に損害を与

えた場合は、速やかに検査官に報告す るとともに、契約相手方の責任に

おいて速やかに現状に復旧するものとする。

使用する施設及び器材等は、本業務以外に使用 してはならない。

1.2 作業従事者等の服務

作業従事者等の岐阜基地内における一般的な遵守事項は、隊員に準ずる

ものとする。
1.3 作業従事者等の作業条件

作業従事者等の作業条件は、次のとお りとする。

次の項 目に該当せず、心身 ともに作業に支障のないもの。

1)成 年被後見人又は被補佐人
2)禁 鋼以上の刑に処せ られ、その執行 を終わるまで、または執行を受け

ることがなくなるまでの者
3)法 令の規定による懲戒免職の処分を受け、当該処分の 日か ら2年 を経

過 していない者
4)日 本国憲法又はその下に成立 した政府を暴力で破壊す ることを主張す

る政党その他の団体を結成 し、又はこれに加入 した者

現場責任者及び作業従事者等は、勤務時間中、所在を明確にする。

2 作業の内容
2.1 食器・配食缶類の洗浄及びこれに付随する作業

喫食後の食器類 を食器洗浄機、洗剤等を使用 して洗浄 (食器洗浄機 に適

さない食器類は洗剤等を使用 し手洗いにより洗浄)し 、食器かご等に分

類整理 して収納の上、指定の場所に格納す る。 この際、食器かご及び食

器消毒保管庫等の保管器材が汚れている場合は洗浄・手入れする。
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b)配 食後の配食缶類を水槽、洗剤等 を使用 して洗浄 し、指定の場所に格納

する。この際、保管棚等の保管容器が汚れている場合は洗浄・手入れす る。

c)食器洗浄機、水槽、その他洗浄に使用 した清掃器材・用具は、使用後に

洗浄・手入れ し、指定の場所に格納する。

d)作 業終了後、食器洗浄室を清掃す る。

2.2.2 食堂 (事務室,厨房及び糧食保管庫を除く。)の清掃及びこれに付

随する作業
a)毎 日実施する作業
1)喫 食終了後、食卓、椅子、食卓備付品等を雑 巾又は布巾を使用 して清

掃する。この際、食卓の卓上調味料の補充も実施する。

2)喫 食終了後、食堂の床、ドア等を清掃器材・用具を使用 して清掃する。

特に汚れている箇所は、洗剤等を使用 し水洗いする。

3)作 業終了後、清掃器材・用具を手入れ し、指定の場所に格納する。

b)定期的に実施する作業 (南 北会食場を週 1回 )

1)食卓、椅子、食卓備付品等を雑巾又は布巾を使用して清掃する。この

際、食卓の卓上調味料の補充も実施する。

2)食堂の床、 ドア、併設するトイレ等を清掃器材・用具を使用して清掃

する。特に汚れている箇所は、洗剤等を使用し水洗いする。

3)作業終了後、清掃器材・用具を手入れし、指定の場所に格納する。

2.3 作業量
2.3.1 洗浄する食器・配食缶類の種類及び数量は、表 1を基準とする。

‐  ・ 1

夕 l

0で 囲 む該 当1月 ～10月 【 閑

1日 当た りの平均予定数量

休 日平 日(特 定 日)平 日

夕朝 昼昼 夕タ 朝

作業区分

昼朝種 類

7040 7015080 280500 270170飯 わん
7070150 4080 280270170 500汁 わん
7040 70280 15080500 270170菜皿又は洋皿

120260小 皿

7070150 4040 28027090 500小 鉢
7040 70280 150270 80170 500湯 のみ
70704080 280500 270170盆
7070150 4080 280500 270170は し
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2030 3050 30110 2050 250飯 わん
203030 3020 50250 11050汁 わん
2030 3050 30110 2050 250菜皿又 は洋皿

3075小 皿

20303010 50250 11025小 鉢
203030 3020 50250 11050湯 のみ
203030 3020 50250 11050盆
203050 30 302050 250 110は し
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2.3.2

※定期 週 1回 的に実施す る作業
‐ ‐

衣 0

2.4 作業開始時刻及び終了時刻は、表 4及び表 5を 基準 とする。

各食後及び定期的に清掃す る食堂の面積及び食卓・椅子等の数量

は、表 2を基準 とし、それぞれの面積及び食卓・椅子等の数量は表 3

を基準 とする。
‐ ‐
夜 ∠

表 4

※下段 ()は休 日
表 5

北食堂南食堂

洗
浄
室

会
食
場

隊
員
食
堂

Ｔ

食

堂

Ｖ

，

　

．

会

食

場

併
設

ｗ
ｃ
含
む

洗
浄
室

Ｔ
食

堂

ヽ
Ｖ

　

．

隊
員
食
堂

幹
部
食
堂

区分

○○○○朝
○

※
○⌒

ノヽ○ ○
○

※○ ○昼 ○

○○ ○○○夕 ○

平  日

(特定 日を含む )

⌒
ノヽ○○○朝

○⌒
ヽノ○昼 ○

○○ ○○夕

休   日

区分

隊員食堂

幹部食堂 vIP食堂
会食場

(WC含 む)

食 器

洗浄 室平 日

(特 定 日を含 む )

休 日

南
食
堂

面  積 643ピ 473ぽ 144 nf 54ピ 67.5ピ 97.5ピ

テーブル 68個 38個 14個 10個 6個

椅  子 385個 228 (E 56個 10個 12個

」ヒi

食
堂

面  積 216 1lf 171 1lf 24ピ 9o rrf 36♂

テーブル 27個 19個 3個 8個

椅 子 136 1E 104個 10個 10個

区   分 開始時刻 終了時刻

朝 食 作 業 8時  30分 10時  30分

昼 食 作 業

~~~1画
寺 _ 00

(11時  00 雰)

14
r■  Q
ヽ ―■ υ

00
30 )

夕 食 作 業
15

(15
時
時

30
30 雰)

18
(18

30
00 )

終了時刻開始時刻区    分

12時  00分11時  00分南・北会食場清掃作業 (各週 1回 )

※ 会食場については、併設 トイレも る 。
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3 検査
a)各食の作業及び付随する作業が終了

る

した ときは、検査官か ら次の判定基

準に基づき検査を受けるものとす

判定基準検査項 目検査の時期等

献立、予定喫食者数及び配置基準等に基づ

き業務 を履行す るに足 る作業従事者等が

確保 されていたか。
実施態勢

作業従事者等の健康状態の確認、指

記録等 の衛生管理態勢 は確立 されていた
導及び

か 。

業務 に必要な保健衛生用消耗 品の

況、作業従事者等の個人用被服等身だしな
準備状

みは良好 だったか。

衛生管理

その 日の作業

開始時

官側の指示 した要領に基づき、食器、配

の洗浄・手入れを行ったか。

食

缶 等

指示 した数量の食器、食缶等を、時間内 に

洗浄 したか。

食器 ,食缶等の

洗浄状況

朝・昼・夕各

食の食器洗浄

作業時

官側の指示 した要領 に基づ き、食器洗浄

室、食卓、椅子及び食卓備付品の清掃を行

ったか。
清掃状況

朝

食

時

・昼・夕各

の清掃作業

官側の指示 した要領に基づき、清掃を行っ

たか。また、作業完了後の食卓、椅子の原

状回復は確実に実施 されているか。
清掃状況

南・北会食場

清 掃 作 業 時

(各週 1回 )

官側の指示 した要領・頻度に基づき、器具

等の洗浄・清掃・格納がなされていたか。

具等の員数は不足 していなかったか。二tl

■●

清掃器材・用具

等の洗浄状況等
その日の作業

終了時

b)食 事時間終了までに

作業区分に示す終了

ものとす る。また、

配食缶及び食器等に

器等の場合は昼食作

された配食缶及び食器

作業を終了させ、検査

刻以降に返納 された運

次の作業区分 (例 :朝

洗浄 し、検査官の検査

等については、各

官の検査を受ける

搬食等で使用 した

食の配食缶及び食

を受けるものとす

水槽等に出
時刻までに

作業終了時
ついては、
業)で必ず

)ｃ

　

ｌ
ｏ

ｏ

４

４

　

　

ａ

る。
検査において不合格 となった場合は、速やかに是正 し、再検査を受ける

ものとす る。
食器洗浄等作業検査表の例については別紙第 4の とお り。

検査書の例については、別紙第 5の とお り。

その他の指示
1 衛生に関する事項

衛生に関す る事項は、次による。

契約相手方は、厚生労働省の 「大量調理施設衛生管理マニュアル (以 下

「マニュアル」とい う。 )」 に定める調理従事者の衛生管理 に基づき、

作業従事者等の衛生管理 を行 うものとする。

作業従事者等に関わる食 中毒等が発生 し、損害賠償が求められる等官側

が損害を被った場合には契約相手方が官側に対 し損害賠償の責任 を負 う。

契約相手方は、官側がマニュアル別紙に示す作業従業者等の衛生管理点

検表の点検項 目に不備を確認 し、不適格 と指示 した者 は,就業 させては

ならない。
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作業従事者等の、ノロウイルス等の感染症罹患か らの復帰に関しては、

感染症の予防及び感染症の患者 に対する医療に関す る法律 (平成 10年
法律第 114号 )及び感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関

する法律施行規則 (平成 10年厚生省令第 99号 )に基づ くとともに、

官側が食厨房内に立ち入 らせ ることが適当と判断できるよう医師の照

明、診断結果のわかるもの (診 断書等)を提示又は写 しを提出させるも

のとし、必要な検査費用等 (診 断書の取得費用を含む。)は、契約相手

方の負担によるものとす る。
提出書類

契約相手方が、官側に提出す る書類は、表 6の とお りとする。

表 6-提出書類一覧

提出時期 備  考提出頻度提出書類名

提出後、作業従事者等 に変更
があればその都度提出する。年 1回
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の
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1 契約年度 4月 分は業務開
始の 5日 前まで

2 従事者の変更の都度提 出
し、官側 の確認 を受 けるも
のとす る。
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従事者等勤務実績表
については別紙第 6
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い
・は
に

に
式
準
分
中
る
‐

，業
様
碁
月
日
す

る
‘作
の
を
３
同
出

す
る
表
７
度

提ヽ

と
す
績
第
年
後
に

業
式
準
随
実
紙
約
了
側

作
様
基
付
務
別
契
完
官

の
を
　
勤
は
　
業
に

１

　

　

２

　

　

３

月 1回等者
長

事
能

従
期

業
務

作
勤

定
終

め

の
じ
間

か
期

ら
る
時

あ
め
了

月 1回作業完了届

※提 出 期 に に合わないことが予 された場合、 約 手 は速や か に

側へ通知 し、今後の対応について協議するものとする。
4.3 作業の完了届

作業の完了届は、官側があらか じめ定める期間の終了時に官側の定める様

式により行 うものとする。
4.4 仕様書に関する事項

契約相手方は、この仕様書に疑義が生 じた場合は、契約担当官と協議す る

もの とする。
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別糸氏第 1

繁1亡期・閑散期】

岐阜基地における食数予定及び作業に必要な従事者数 (基準)

(南食堂)

区分

食数 作業員

最大値

(1食:)

最小値

(食)

平均値

Q

作業人員

※現場責任者を

含む。 C人)

1人当たりの

作業時間

(時)

平 日

朝

昼

270 41 164.7 ４
ュ 2.00

740

373

190 494.5
〓
υ 3.00

夕 78 270.9
Ｒ

Ｕ 3.00

=■口 I 1,383 309 930.1 14 8.00

休 日

朝 63
０
０ 38.6

，

“ 2.00

昼 227 51 73.1
０
０ 2.50

夕 145 40 68.3
ワ

一 2.50

言■
口 |

435 99 180.0
ワ

ー 7.00

平日

(特定日)

朝 97 68 80.5 ・
４ 2.00

昼 368 222 276.5
ｒ
Ｏ 3.00

夕 149 140 145.3
員

υ 3.00

ヨ■
口 |

614 430 502.3 14 8.00

(北食堂)

区分

食数 作業員

最大値

(`食 |)

最小値

(食)

平均値

(食)

作業人員

※明場責任者を

含む。 供 )

1人当たりの

作業時間

(晴|)

平 日

朝 105
´
０ 47.6

ワ

一 2.00

昼 341 36 247.6
イ
仕 3.00

夕 130 18 107.7
ワ

“ 3.00

■
口 |

576 60 402.9
Ｑ

υ 8.00

休 日

朝 94

38

つ
４ 33.5

26.8

1

2

2.00

昼 15 2.50

タ 36 12 23.7 2.50

=■口 |
168 29 84.0

４

ュ 7.00

平 日

(特定日)

朝 19

58

18 18.5 2.00

昼

“

53.0 3.00

夕 30 29 29.7 3.00

計 107 96 101.2
Ｑ
Ｊ 8.00

注 :南・北食堂共に、食数は令和 5年 1月 ～10月 (朝食パン・夕食レトルト配食分を除く)

作業員は令和 5年 4月 ～10月 をそれぞれ集計したもの。

´
´ ~ヽ

製壁ジ
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別紙第 2

岐阜基地における定期的に実施する作業に必要な従事者数 (基準)

令和 5年度における会食場清掃作業に必要な従事者数の参考値

区分

作業員

作業人員
※ヨ場責任者を含む。

(人)

1人当たりの

作業時間
(時)

「

エ 南会食場 (週 1回 )

ｎ
● 1.00

●

ａ 北会食場 (週 1回)
「
ユ 1.00
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別紙第 3

「年間を通じて食器洗浄作業及び清掃作業において必要となる消耗品のリスト(基準)」

恥 使用区分 品  名 備考

1 作業従事者等個人用 マスク

2 作業従事群 難ヨ人用 個人用被服
帽子、ュニホーム、エプロン、

履物等 (自色を基準)

3 作業従事者等個人用 使い捨て手袋

4 作業従事者等個人用 爪ブラシ

5 食器洗浄用 スポンジたわし

6 食器洗浄用
中′性洗却」、弱アル

カリ性洗剤

7 食器洗浄用 クレンザー

8 食器洗浄用 油用食器洗剤

9 食器洗浄用 除菌漂白剤

10 食器洗浄器具清掃用 食器洗浄器用洗剤

11
食器洗浄器具・卓上清掃

用
消毒用アルコール

洗浄後消毒、食卓、卓上品及び

椅子消毒

12 卓上清掃用 タオル、布巾

13 卓上清掃用 洗濯用洗剤 タオノk布巾用

14 食堂・食器洗浄室清掃用 ほうき

15 食堂・食器洗浄室清掃用 デッキブラシ

16 食堂・食器洗浄室清掃用 バケツ

17 食堂・食器洗浄室清掃用 水切 り

18 食堂・食器洗浄室清掃用 モップ



別紙第 4
食器洗浄等作業検査表

年  月  日 ()

No. 検査項 目
検査結果

朝 昼 夕

1
作業開始時の実施
態勢

作業に必要な作業従事者は確保 されているか。
良 否 良 否 良 否

2 衛生管理

作業従事者の健康状態 良 否 良 否 良 否

作業従事者の個人用被服及び身だしなみは清潔か。 良 否 良 否 良 否

業務に必要な保健衛生用消耗品の準備状況 良 否 良 否 良 否

3

食器洗浄作業 食器、配食缶等は官側の指示 した要領に従って洗浄 さ

れているか。
良 否 良 否 良 否

洗浄 した食器 、配食缶等 に汚れ はないか。 良 否 良 否 良 否

指定 した数量の食器、配食缶等を時間内に洗浄 した
か 。

良 否 良 否 良 否

洗浄後の食器 は所定の場所 に収納 されてい るか。 良 否 良 否 良 否

4

清掃状況 洗浄室は清掃、整頓がなされているか。 良 否 良 否 良 否

喫食時間終了後の食堂の清掃状況及びテーブル、椅子
等の整頓及び清掃状況

良 否 良 否 良 否

卓上品の整頓状況 良 否 良 否 良 否

5
定期的に実施する
付随する作業

食堂の床は
るか。

官側研 冒
~示

瓦万憂要「領に従って清掃されてい
良 否 良 否 良 否

6
清掃器具・用具等
の洗浄状況等

作業終了後の清掃器具・用具等の整頓状況 良 否 良 否 良 否

清掃器具・用具等は不足 していないか。 良 否 良 否 良 否

Ｈ

Ｏ
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別紙第 5

検査書
(〇年○月分)

作業日及び食事区分 検 査 作業日及び食事区分 検 査

日 曜 日 食事区分 合否
検査官

確 認
日 日程日 食事区分 合否

検査官

確 認

朝 朝

昼 昼

夕 夕

朝 朝

昼 昼

夕 夕

朝 朝

昼 昼

夕 夕

朝 朝

昼 昼

夕 夕

朝 朝

昼 昼

夕 夕

朝 朝

昼 昼

夕 夕

朝 朝

昼 昼

夕 夕

定期清掃

実 施 日
合 否

官

認

査
　
・

検

確
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別紙第 6-1

区分 l
=,2 区分 8

4日
'日

7ロ 8F
=β 水

共 木 全 士 人 全 土 火 水 木 全 土 火 未 全 土 人

平

日

朝

昼

タ

晏

○月分勤務実績表 (平 日) 南食堂

○月分勤務実績表 (休 日) 南食堂

○月分勤務実績表 (特定日) 南食堂

作業従事者が朝、昼、夕それぞれ実際に勤務した

2日 5日 0日 ■1, 131 17: 22, 25F 28: 29: 剛一人
水区分 1 三分 2 区分 3

水 木 全 ■ 人 水 金 士 人 ネ オ 全 土 人 ホ 全 上

休

日

朝

昼

タ

■

嘔

i

時間を実績として記録する。

人

0ロ

土 月

"
木 全

卿一上
一

岬一火一
一水 木

■

て

２
「 水

区分 1 工分 2 区分8 狐下ユ一̈筵一
卿一月一

朝

昼

I

ロ

一
。

一
。

一
〇

タ

。

一
。

一
〇

。

一
〇

一
〇昼

。

一
。

一
〇

。

一
。

一
。

。

一
０

一
。

０

一
。

一
。

。

一
。

一
〇

特
定

日

一
一
一
ロ
ロ
ロ

注

記載要領は、実績表の該当する欄に作業従事者数を記載するものとする。

30分または 1時間単位での記載とし、 15分未満は0分、15分以上は30分で記載する。

また、30分以上45分未満は30分、45分以上 1時間未満|ま 1時間とし記載する。

~~可

可

壺

〓

〓



4曰

X
区分 l

木 火 水 木 全 上 火 米 木 全 上
二●2 区分 0

ス 本 全 土 火 全 土

朝

昼

夕

朝

昼

硼

塁

平

日

一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

一
一
一
一■■

■■
■■
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別紙第 6-2

○月分勤務実績表 (平 日) 北食堂

○月分勤務実績表 (休 日) 北食堂

○月分勤務実績表 (特定日) 北食堂

注 : 1 作業従事者が朝、昼、夕それぞれ実際に勤務した時間を実績として記録する。

2 記載要領は、実績表の該当する欄に作業従事者数を記載するものとする。

3 30分または1時間単位での記載とし、15分未満は0分、 15分以上は30分で記載する。

また、 30分以上45分未満は30分、45分以上 1時間未満は 1時間とし記載する。

30,5日 7ロ 14;1日 2ロ

全 土 人人 水 全 上 大 水 木
区,1 区分

`

匡
'3 ス 木 全 士 人 本 全 土

朝

昼

タ

ロ

塁

囀

昼

休

日

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

ネホ 全 上 人水 本 全 水 木 全 土
区分

`

区分3
火 本 全

区分 1

朝

昼

タ

嘔

嘔

特
定

日

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
口
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一

一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
口
一
一
一

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

一
一
一
一

一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
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別紙第 7

注 1

2

3

○月分勤務実績表 (南食堂)(定期的に実施する作業)

○月分勤務実績表 (北食堂)(定期的に実施する作業)

が 例 る で 、 際に勤 した時間を

記載要領は、実績表の該当する欄に作業従事者数を記載するものと

30分または 1時間単位での記載とし、15分未満は0分、 15分

として記録する。

する。
以上は30分で記載する。

間とし記載する。
また、 30分以上45分未1満は 30分、45分以上 1時間未満は■時

区,1 区
'3

2日 8ロ 41 7ロ 9ロ

月 火 水 沐 火 木 壼 土 人 メ
`

本 金 火 水 上 ス 水

平

日

昼 ′

声

′

古
′

戸
■
′

黒

■

人

員

塁

ノ

′

′

ノ

′

′

′

′

′

ノ

′

′

黒

計

”

門

昼

′

′

′

ノ

′

′

′

′

′

′

′

′

8ロ5ロ3日
人 木全 土人 未全 上火 木 ネ全 土大 木 本土人 水 ネ 全

匡分 8区分 1

単
≠
声

専
ナ
ア

手
青

ギ
十
声

昼

ノ

′

′

′

′

′

ノ

′

′

ノ

′

′

彙

針

人

員

昼

′

′

′

／

′

′

′

′

′

′

′

′

■

■

時

間

星

平

日


